
涼真くん（三刀屋町三刀屋） 
りょう ま 

平成16年8月20日生まれ 

お兄ちゃんと一緒に、だ
れからも愛される子に
なってね！1歳おめでと
う 

野村隆司さん・奈緒美さんのお子さん 

凜ちゃん（吉田町川手） 
りん 

平成16年8月25日生まれ 

生まれてきてくれてあ
りがとう！凜の笑顔がみ
んなの幸せです 

陶山健一さん・明美さんのお子さん 

陽生くん（木次町上熊谷） 
よう せい 

平成16年8月19日生まれ 

1歳の誕生おめでとう。
陽くんの笑顔でみんな
が元気になれるよ！あり
がとう。 

佐々木敦則さん・敬子さんのお子さん 

夏帆ちゃん（加茂町神原） 
か ほ 

平成16年8月17日生まれ 

わが家のアイドル夏帆
ちゃん　笑顔いっぱい、
元気に育ってね！ 

我妻充さん・忍さんのお子さん 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで8月5日（金）までに情報政策課へお願いします。 

【お問い合わせ先】情報政策課 　 0854―40―1015　E-Mail:jyouhouseisaku@city.unnan.shimane.jp
（平成16年9月生まれ） （平成16年9月生まれ） （平成16年9月生まれ） 

（
平
成
16
年
9
月
生
ま
れ
） 

（
平
成
16
年
9
月
生
ま
れ
） 

イレイン・ホンさん 

いよいよお別れの時期になりました。時間があっという間に過
ぎました。本当に実感がないです。別れ話をするのは大の苦手で
す。語り始めると涙がボロボロっと出てくるからこの2年間の出来
事を写真で綴ります。

2年間を振り返って雲南市での滞在は非常に幸せな期間で、豊かでかけがえのない思い
出になりました。私は「井の中の蛙」にならないように日本文化を理解し、日本語を勉強
し、日本での生活を体験するために日本に来ました。国際理解は個人からはじめる事、つ
まりは、一人ひとりの草の根交流から始めるべきです。
私が今まで市役所でやってきた仕事が、日本にとって、そして雲南市にとって少しでも
国際化のお役に立てていれば幸いです。出会ったすべての方に対し、言葉では言いあらわ
せないぐらい感謝しています。いつも親切にして下さり、いやな顔をするところを一回も
見たことがありません。どんなことにも積極的に動いて下さり、本当にありがとうござい
ました。
I want to say thank you to the following people: 小学校の子どもたちや先生、近所のみなさん、英会話教室・タップダンス教

室・刺しゅう教室・陶芸クラブのみなさん、三刀屋太鼓のメンバー、職場の同僚、個人名だと、まだまだたくさん名前が出てきます
が、今まで私のわがままを我慢してくれて、なんでも手伝ってくれて、本当に本当に感謝しています。みなさんのことが大好き。
Thank you so much, I will miss you all. I will never forget my 2years in Kisuki and will cherish these memories for a life-
time to come. Thank you. Lots of love, Elaine

（敬称略）

■と　き　6月19日開催　
■ところ　健康の森テニスコート（木次町）
一般男子の部
優　勝　三代敏弘・松林智照（木次クラブ）
準優勝　高木徹也・堀　拓雄（松江市）
第3位　山根信夫・井上幹夫（木次クラブ）
一般女子の部
優　勝　松林真美・山根夏生（三刀屋高校）
準優勝　藤原桃子・永瀬友紀子・斉藤汐莉（木次中学校）
第3位　石原紗也加・大塚理絵（木次中学校）
シニアの部
優　勝　田中修一・本田義人（木次クラブ）
準優勝　高野恒芳・田中総吉（木次クラブ）
第3位　新　照美・加藤志郎（木次チェリーズ・加茂クラブ）

■と　き　6月25日開催　
■ところ　大東中学校グラウンド
優　勝　高平　　準優勝　川南Ａ　　3 位　八千代Ｂ

木次町春季ソフトテニス大会

■と　き　6月12日開催
■ところ　掛合野球場
優勝　掛合上　　準優勝　掛合下　　第3位　松笠・波多

掛合町ソフトボール大会

大東町春季ペタンク大会（出場74チーム）

■と　き　6月19日開催　

■ところ　加茂中央公園スポーツの丘

優　勝　川南Ａ（大東町） 第3位 城山Ｂ（奥出雲町）

準優勝　泉川（飯南町）

第14回 雲南ペタンク大会
■と　き　6月19・26日開催　

■ところ　雲南市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター

優　勝　下神原　　第3位 本町

準優勝　中村上

第30回 加茂町民バレーボール大会

■と　き　6月19日開催　

■ところ　大東小学校グランド

高齢者の部　15チーム参加
優　勝　わかすぎ　　　　第3位　下佐世・ちとせ
準優勝　大東下分
一般の部 9チーム参加

優　勝　中佐世クラブ　　第3位　新庄
準優勝　小河内

第21回 丸子山公園オープン記念ゲートボール大会

市
で
は
、「
市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち
」
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
要
施
策
に
掲
げ
、
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
地
域
自
主
組
織
の
設
立
促
進
と
機
能
充
実

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
地
域
に
お
い
て

地
域
自
主
組
織
の
設
立
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
も
そ
も
地
域
自
主
組
織

と
は
何
か
？
何
か
分
か
り
づ
ら
い
!!
と
の
声
が
あ

り
、
今
回
よ
り
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
島
根
県
中
山
間

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
　
笠
松
浩
樹

氏
の
協
力
を
頂
き
、
地
域
自
主
組
織
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
や
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
っ
て

市
の
予
算
や
職
員
が
減
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
住
民
と
行
政

が
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
発
想
を
変
え
れ
ば
、
住
民
の
力
が

発
揮
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
今
こ
そ
、
自
分
達

の
手
で
快
適
な
生
活
や
収
益
を
得
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
考
え
方
は
、「
で
き
る
こ
と
は
ま
ず

住
民
が
実
践
す
る
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
行

政
の
肩
代
わ
り
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
住
民
の
発
想
を
形
に
し
、
活
動
を
通
し
て
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
生
き
が
い
や
充
実
感
を

感
じ
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
思
っ
て
い
た
こ
と
が

動
き
に
な
っ
た
と
い
う
喜
び
は
、
き
っ
と
自
信
や

誇
り
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

地
域
内
の
組
織
に
は
集
落
（
自
治
会
）
が
あ
り

ま
す
。
集
落
で
は
、
住
民
の
意
見
を
ま
と
め
、
葬

祭
や
環
境
美
化
な
ど
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
過
疎
・
高

齢
化
の
た
め
に
従
来
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
た
集

落
（
自
治
会
）
も
出
始
め
ま
し
た
。
現
在
の
状
況

に
合
わ
せ
、
活
動
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
（
自
治
会
）
の
会
合
は
、
主
に
世
帯
主
が
出

席
し
ま
す
（「
１
戸
１
票
制
」）。
世
帯
主
は
男
性

の
年
配
者
が
大
半
で
す
が
、
会
合
で
話
し
合
わ
れ

た
経
過
を
家
族
に
伝
え
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
集
落
の
中
に
は
若
者
や
女
性
が

意
見
を
言
う
機
会
が
な
く
、
義
務
的
に
活
動
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

雲
南
市
で
は
、
住
民
の
思
い
を
形
に
す
る
手
段

と
し
て
「
地
域
自
主
組
織
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
集
落
（
自
治
会
）
の
手
法
に
よ
ら
ず
現

在
の
情
勢
に
合
わ
せ
た
地
域
運
営
母
体
と
し
て
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
生
活
環
境
の
維
持
、
産
業

お
こ
し
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）
な
ど
多
様

な
活
動
を
行
う
に
は
担
い
手
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、「
地
域
自
主
組
織
」
は
一
定
量
の
人
口
を

確
保
で
き
る
公
民
館
区
や
小
学
校
区
、
あ
る
い
は

数
集
落
を
単
位
と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
重
要
な
の
は
規
模
で
は
な
く
、

し
く
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
住
民
の
自
立
を
目
的
と
し
た
「
地
域
自

主
組
織
」
の
主
な
特
徴
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「
１
戸
１
票
制
」
を
打
破
し
、
子
ど
も
や
若
者
、

女
性
も
含
め
た
幅
広
い
世
代
が
関
わ
る
「
１

人
１
票
制
」
を
実
現
す
る
。

②
生
活
の
維
持
、
福
祉
、
楽
し
み
の
実
現
、
産
業

振
興
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
動
を
進
め
る
。

③
テ
ー
マ
ご
と
に
部
会
を
設
け
る
な
ど
、
住
民
１

人
ひ
と
り
が
や
る
気
を
発
揮
で
き
る
し
く
み

づ
く
り
を
進
め
る
。

町
や
地
区
ご
と
に
歴
史
や
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
他
の
事
例
を
真
似
し
て
も
成
功
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。「
地
域
自
主
組
織
」
は
、
ま
ず

様
々
な
世
代
の
住
民
が
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
を

行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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今
、
住
民
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る

1
集
落
（
自
治
会
）
の
役
割
と
限
界

2

新
た
な
地
域
運
営
母
体「
地
域
自
主
組
織
」

3

「地域自主組織」とは何か ～自治会（集落）との違い～
島根県中山間地域研究センター　地域研究グループ　笠 松 浩 樹

シリーズ「地域自主組織」を考える①

タップダンス プライベート

英会話教室 学校訪問


